
２０２６年度事業計画 
自 ２０２６年 ４月 １日 

至 ２０２７年 ３月３１日 

 

 

『つなぐ つながる UBA 

～原点回帰から、率先垂範へ～』 
 

Ⅰ．基本方針 

   我々、全国中小企業青年中央会（以下「全青中」）は、平成 4 年 3 月の設立以来 30 余年に

わたり、中小企業組合の次世代を担う青年経営者・後継者の育成を目的として、全国の青年部

会員による研修・交流活動を継続してまいりました。これまで幾多の経済変動や社会的困難を

乗り越えてきた中で、コロナ禍を経た現在、事業環境と働き方は大きく変化し、我々自身が価

値観と行動様式を再構築する段階にあります。さらに近年、豪雨・台風・猛暑等の極端現象が

全国各地で顕在化し、地域の暮らしと企業活動に影響を及ぼすリスクが高まっています。自然

災害や感染症等を含む不測の事態に備え、日頃からの備えと事業継続の強化を進め、いかなる

局面でも地域経済の担い手として責任を果たせる体制づくりが一層重要となっています。 

   我々を取り巻く環境は、国際情勢の不安定化に伴う資源・エネルギー価格の変動、物価高の

長期化、人手不足の深刻化、賃上げへの対応、金利や為替の変動によるコスト増など、先行き

の見えにくい時代が続いております。こうした中、中小企業における物価高対応、適切な価格

設定・価格転嫁による経営の安定化、そして後継者問題や事業承継への対応は喫緊の課題とな

っています。今こそ、全青中のネットワークが持つ力を最大限に活かし、会員同士が励まし合

い、学び合いながら、現場の知恵と実践を結集して、この困難をともに乗り越えていく必要が

あります。 

   我々全青中は、今後も時代の変化を的確に見極め、全国各地の組合青年部と連携しながら、

業界の発展、地域経済の活性化に貢献する事業を積極的に推進してまいります。とりわけ、省

力化・生産性向上の取組、デジタル活用や AI 等の新しい技術の活用は、人材制約が強まる時

代において事業継続と成長の両面を支える重要な選択肢です。全青中は、各地の先進事例や知

識を共有し、変化を恐れず、楽しみながら挑戦していく姿勢を大切にしてまいります。 

   そこで令和８年度は、スローガンを『つなぐ つながる UBA ～原点回帰から、率先垂範へ

～』とします。原点回帰とは、青年部の本質である「つながり」を再認識し、互いの挑戦を支

え合える関係を全国に広げることです。率先垂範とは、執行部がまず動き、仲間を導くことで、

全国の行動を呼び起こすことです。全国７ブロックと都道府県青年中央会・連絡協議会とのさ

らなる連携強化を図りつつ、次の世代へ確かなバトンを渡すという信念のもと、行動し、研鑚



し、業界全体の発展に尽力します。 

 

 

Ⅱ．実施事業 

 １．ＵＢＡサミットの開催 

   都道府県青年中央会・協議会等の代表者が一堂に会し、情報共有・情報交換を行うことによ

り、組織の強化を図るとともに、都道府県青年中央会・協議会等に所属する各企業の活性化を

図っていく。 

 

 ２．全国中小企業団体中央会との協力・更なる青年部活動支援のための連携強化 

   １１月１３日（金）に兵庫県神戸市において組合青年部全国講習会（主催：全国中小企業団

体中央会）開催が予定されており、この企画・運営等に積極的に協力していく。 

   また、全国中小企業団体中央会の事業である『組合青年部活性化研究会』に協力し、組合青

年部の活性化に資する検討を行なう。 

   さらに、１１月１９日（木）開催の第７８回中小企業団体全国大会（熊本城ホール：熊本県

熊本市）に対する協力による青年部活動への支援拡大を図る。 

 

 ３．組合青年部設立促進への協力と都道府県青年中央会・協議会等への加入促進活動への展開 

   『組合青年部組織・運営指針』等を活用し、全国中小企業団体中央会並びにブロック青年中

央会及び都道府県青年中央会・協議会等と連携することで、青年部未組織組合に対し青年部の

設立を呼び掛けるとともに、未加入の組合青年部に対し加入の呼び掛けを行っていく。 

 

 ４．全国青年友好４団体トップ会議の実施 

   全国商工会青年部連合会、公益社団法人日本青年会議所、日本商工会議所青年部と本会が集

まる『全国青年友好４団体トップ会議』をはじめとする各種会合に出席し、本会の活動をＰＲ

するとともに経済人としての連携促進の機会と創造を図っていく。 

 

 ５．組合青年部活性化のための情報提供並びに、協力・連絡・組織体制の確立 

   都道府県青年中央会・協議会等、組合青年部に関する情報提供を行うため、情報発信等の充

実を図り、会員間の情報交流の活発化を図っていく。 

 

 ６．ＵＢＡの活用促進 

   ＵＢＡのロゴと呼称の活用を呼びかけ、会員や友好団体等への周知を促して本会への理解

を深めるとともに、全青中活動の更なる活性化を図ることを目的としたＵＢＡ活用促進事業

として、ＵＢＡバッジやＵＢＡネームプレートの会員への販売を励行する。 


